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老年期における職業からの引退が

精神的健康と社会的健康におよぼす影響

杉澤あつ子 杉澤 秀博

中谷 陽明 柴田 博

　60歳以上男女の全国代表標本に対して実施された3年間の前向き追跡調査のデータを用いて，老年期にお

ける職業からの引退が精神的・社会的健康におよぼす影響を検討した。初回調査の有効回答者のうち1日6

時間以上かつ週5日以上の就労をしていた178人を観察対象とした。追跡調査時の就労状況は引退者が34人，

継続就労者が144人であった。精神的健康はCenter for Epidemiologic StudiesDepression scaleの短縮版で測

定した抑うつ症状の程度で評価した。社会的健康は社会的活動への参加頻度および対人接触頻度により評価

した。性，年齢のほか，初回調査時の日常生活動作能力を調整変数として多変量解析をおこない，追跡期間

中の引退発生の有無と追跡調査時の精神的・社会的健康との関連を検討した。老年期における引退は抑うつ

症状の程度や社会的活動への参加頻度には有意な影響を持たないことが示唆された。しかし対人接触頻度に

関しては，引退と性および年齢との間に有意な交互作用がみられ，老年期になってから引退した人々のなか

でも相対的に若い年齢で引退した男性では，引退を契機に対人接触頻度が減少する傾向が認められた。とく

に男性勤労者に対しては，引退後の社会的孤立化を避けるために，壮年期の段階から仕事関係者以外の人々

とのつきあいを積極的に持つようなはたらきかけが引退準備教育プログラムとして考慮される必要がある。
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